
－わたしたちは いま－

法務省中部矯正管区 少年矯正広報誌
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特集
矯正におけるMVV(ミッション・ビジョン・バリュー)

私
た
ち
は
、
ど
ん
な
と
き
も
犯
罪

や
非
行
を
し
た
人
と
向
き
合
っ
て
き

ま
し
た
。

安
全
な
環
境
を
保
つ
こ
と
。
自
ら

の
罪
と
向
き
合
い
、
真
摯
な
反
省
の

下
、
責
任
あ
る
社
会
の 

一
員
と
し
て

再
び
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と
。

そ
れ
が
、
新
た
な
被
害
を
防
ぎ
、

安
全
で
豊
か
な
社
会
に
つ
な
が
る
と

信
じ
て
。

過
去
や
未
来
と
向
き
合
い
、
そ
の

人
の
心
を
動
か
す
こ
と
。

そ
し
て
、
共
に
生
き
よ
う
と
す
る

社
会
を
創
る
こ
と
。

「
更
生
を
信
じ
る
力
で
、
も
っ
と

安
全
で
豊
か
な
社
会
を
」

そ
れ
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

行
政
機
関
で
も
、
人
事
院
や
内
閣
人

事
局
と
い
っ
た
国
家
公
務
員
人
事
制
度

を
所
管
す
る
機
関
で
Ｍ
Ｖ
Ｖ
が
策
定
さ

れ
、
最
近
で
は
、
財
務
省
や
経
済
産
業

省
な
ど
の
省
庁
に
お
い
て
も
、
Ｍ
Ｖ
Ｖ

が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
動
き
は
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
行
政
機
関
の
目
的
は
、

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
な

ぜ
Ｍ
Ｖ
Ｖ
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

 

実
際
、
矯
正
官
署
の
目
的
や
所
掌
事

務
は
法
令
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成

25

年
に
は
「
矯
正
職
員
の
使
命
」
が
制

定
さ
れ
、
矯
正
の
現
場
に
広
く
浸
透
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
矯
正

官
署
の
機
能
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
矯
正
行
政
が
社
会
の
中
で
目
指
す

将
来
像
、
実
現
し
た
い
社
会
の
姿
ま
で

は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
令
和
６
年
６
月
か

近
年
、
特
に
民
間
企
業
で
は
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
（
Ｍ
Ｖ
Ｖ
）
な

ど
の
形
で
、
社
会
に
お
け
る
組
織
の
存
在
意

義
や
使
命
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
、
組
織
の

メ
ン
バ
ー
の
行
動
の
拠
り
所
な
ど
を
再
定
義

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
で
は
左
図
の
と

お
り
Ｍ
Ｖ
Ｖ
を
策
定
し
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｍ

Ｖ

Ｖ

と

は

ら
来
る
べ
き
拘
禁
刑
時
代
の
到
来
を
見

据
え
て
、
矯
正
管
区
、
矯
正
施
設
及
び

矯
正
研
修
所
に
所
属
す
る

名
の
職

員
が
中
心
と
な
り
、
職
場
の
上
司
・
部

下
・
同
僚
、
犯
罪
被
害
者
、
元
受
刑
者

及
び
元
少
年
院
在
院
者
等
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
の
実
施
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

を
通
じ
て
、
延
べ

名
に
も
及
ぶ
多

数
の
声
を
収
集
し
、
こ
れ
ら
を
基
に
、

矯
正
行
政
が
社
会
的
な
役
割
を
果
た
し

て
い
こ
う
と
取
り
組
む
際
の
基
礎
と
な

る
、
「
矯
正
行
政
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ビ

ジ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
～
社
会
の
皆
様
へ

の
約
束
と
お
願
い
～
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

併
せ
て
、
全
国
の
施
設
に
お
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
た
取
り
組
み

を
進
め
る
必
要
性
が
高
ま
り
、
意
見
交

換
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
、

各
矯
正
官
署
で
も
検
討
を
重
ね
、
Ｍ
Ｖ

Ｖ
が
策
定
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
、
矯
正
行
政
に
お
け
る

Ｍ
Ｖ
Ｖ
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
紹
介

し
ま
す
。

◆ 

私
た
ち
の
使
命

Ｍ
ｉ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

更
生
を
信
じ
る
力
で

も
っ
と
安
全
で
豊
か
な
社
会
を

（株）Googleホームページから引用

矯
正
に
お
け
る
Ｍ
Ｖ
Ｖ
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私
た
ち
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
が

人
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
更
生
し

共
生
で
き
る
社
会
を
創
り
ま
す
。
そ
の
た

め
の
安
全
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
と
改
善

を
重
ね
ま
す
。

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
人
と
共
に
更
生
に
つ

い
て
考
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
と
世
界

観
を
共
有
し
な
が
ら
、
協
働
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
自
身
の
健
康

や
幸
福
に
つ
い
て
考
え
、
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。 

時
間

日
、
私
た
ち
は
見
守

り
続
け
る
。

日
中
の
工
場
や
教
室
で
。
夜
の
廊

下
で
。

一
人
ひ
と
り
の
観
察
と
、
一
つ
一

つ
の
確
認
を
繰
り
返
し
、
声
を
か
け
て

い
く
。

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

場
で
自
ら
の
責
務
と
真
摯
に
向
き
合
う
。

目
の
前
に
い
る
そ
の
人
が
、
自
ら
に

科
さ
れ
た
一
日
一
日
を
大
切
に
重
ね
て

い
く
よ
う
に
。

安
全
で
豊
か
な
社
会
に
向
け
て
。

１ 

犯
罪
被
害
者
等
の
声
に
耳
を
傾
け
、

犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
過
去
に
も
目

を
向
け
て
、
真
摯
な
反
省
と
更
生
に
向

け
た
思
い
や
行
動
が
生
ま
れ
る
よ
う
、

対
話
を
重
ね
ま
す
。

２ 

安
全
を
守
り
、
回
復
と
更
生
を
支
援

す
る
対
人
援
助
職
と
し
て
、
公
平
・
公

正
に
振
る
舞
い
、
自
ら
の
責
任
を
果
た

し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
に
常
に
学
び
、
磨
く
姿
勢

を
持
ち
、
社
会
と
つ
な
が
り
な
が
ら
、

本
Ｍ
Ｖ
Ｖ
は
、
矯
正
行
政
の
取
組
を

進
め
る
た
め
の
指
針
で
あ
り
、
矯
正
実

務
に
携
わ
る
す
べ
て
の
職
員
が
共
有
し
、

日
々
の
業
務
の
中
で
体
現
し
て
い
く
も

の
で
す
。

今
後
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
矯
正
の
Ｍ
Ｖ
Ｖ
に
つ
い
て
、

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
画
像

に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
専
用
サ
イ
ト

に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
の
行
動
規
範

V 
a 
l  
u 
e

矯正におけるMVV(ミッション・ビジョン・バリュー)

特集

check

創
意
工
夫
を
重
ね
ま
す
。

失
敗
を
教
訓
と
捉
え
、
困
難
な
課
題

に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

３ 

多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
強
み
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
助

け
合
い
、
共
に
成
長
し
、
共
に
幸
福
で

あ
ろ
う
と
し
ま
す
。

◆ 

20

年
後
に
目
指
す
姿

Ｖ
ｉ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

罪
と
向
き
合
い

社
会
と
つ
な
が
る
場
所

Ｍ
Ｖ
Ｖ
の
今
後

24
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子どもとおとなが育ち合う旗艦 N※１

ー全ての人に健やかな育ちをー

小 池 首 席 専 門 官

宮川医療少年院教育・
支援部門全体を統括し
ている。中部地方を中
心に様々な少年院での
勤務経験があり、在院
者の特性を見定めて、
担任職員と教育方針を
揉みながら、職場の活
性化に取り組んでいる。

宮川医療少年院生え抜
きの職員であり、現在、
楽しくてためになる行
事を数多く企画・立案
したり、各種教育プロ
グラムの運営に携わる
企画主任の職に就いて
いる。当院になくては
ならない職員である。

福 地 専門官

貴院のＭＶＶについて教えてくださ
い。

（小池）当院のＭＶＶは「子どもと
おとなが育ち合う旗艦Ｎ～プロ
フェッショナルとして、全ての人
に健やかな育ちを」をビジョンとし
て掲げており、在院者一人一人の特
性に応じた処遇を行うプロフェッ
ショナルを育成し、在院者や保護者、
支援者と協働して、子どもとおとな
が育ち合える場所、支援教育課程の
「旗艦」としての自覚と誇りを持ち、
突き進んでいきたいという思いから
このビジョンになりました。

なぜ、今回、MVVの策定にあたり、
コグトレを取り上げたのですか？

（福地）当院のビジョンを達成する
ために、「職員育成に関すること」、
「処遇に関すること」、「職場環境
に関すること」の３つの観点から、
職員４０名が６グループに分かれて、
意見交換をしました。そこでは「コ
グトレをもっと知りたい」、「コグ
トレは宮川医療少年院の強み」、
「コグトレのスキルアップを図って
いく必要がある」といった、コグト
レに関する多くの意見が出されてい
ました。コグトレを立ち上げた時を
知っている職員が減りつつある状況
だからこそ、コグトレを大切にする
機運が高まりました。
このような経緯があり、当院の強

反応はいかがでしたか？

保護者も来賓も笑顔で楽しんで
取り組んでいる姿が見られ、「楽
しいね。」、「みんなこんなこと
やっているんだね。」といった声
が聴かれました。また、在院者は、
保護者や来賓にコツをわかりやす
く伝えるなど誇らしげに振る舞う
様子も見られました。

コグトレを通して、どのような
ビジョンを描いていますか？

(小池)今やコグトレは矯正の世界
に広まっています。当院はコグト
レ発祥の地ですから、その誇りを
胸に、さらに近隣の学校関係を含
め様々な方面にも当院のスキルを
還元していきたいと考えています。
地域から認められ支えられる施

設になれば、職員も職務や施設に
改めて誇りを感じるようになるは
ずです。
先日、特別支援学校に講師とし

て招いていただき、教員４０名の
前で講義をして好評を得ることが
できました。
今後も、当院のビジョン実現に

向けて、これらの取組を継続して
いきます。

旗艦施設としての
自覚と誇りを胸に

みを更に伸ばしていくために何か行
動しないといけないと考えて、コグ
トレを研究発表※２のテーマに取り上
げました。

コグトレを発展させるためにどの
ような取組をしていますか？

(福地)具体的な取組としては、コグ
トレを開発した宮口医師を招へいし
て職員研修を実施し、運動会の種目
としてコグトレを実施する等が挙げ
られます。

宮口医師を招へいしたのは原点回
帰ですか？

(福地)そうです。宮口医師は今も在
院者の診察で来られています。
コグトレの指導スキル向上を図る

ために、コグトレの狙いやプログラ
ムの詳細について、直接、宮口医師
から説明を受けることで、初心に立
ち返ることができると考えました。
また、今年度の運動会のプログラ

ムにコグトレの種目を取り入れ、在
院者だけでなく保護者及び来賓にも
体験してもらう機会を設けました。
保護者や来賓の方々にも当院のコ

グトレを体験していただき、全員が
楽しくなるような形で競うとともに
在院者が取組んでいるコグトレがど
ういうものなのか紹介することがで
きました。

※１ 各種支援教育課程の指標である「N」から引用

※２ 当管区主催の実務研究発表会のこと



「見れてよかった。」と言って反
応してくれますし、やはり聞くだ
けで終わりではなくて、実際に体
験できるというのが、良かったと
思っています。

今後の展望について教えてくだ
さい。

現在の取組を継続していくこと
に加えて、伝統文化や歴史といっ
た地域との共通した物が特徴とし
て挙げられますが、他にもスポー
ツなんかも同様だと思います。ま
た、当所は地域に根付いているソ
フトウェア的なものを、色々な形
でつなげていくハードウェアとし
ての少年鑑別所という位置づけを
ＭＶＶにしております。
そのため、この軸をしっかりと

見据えたうえで、きちっと実践し
ていくところ、地域とのつながり
を築いていくためのソフトウェア
を、色々な形で発見、あるいは取
り入れていくことを続けていきた
いと考えています。

桑名首席専門官
部下職員の潜在能力を引き出すとともに、地域社会との連携に向けて日々奮闘して

いる。

法務教官として矯正教育等を実践してきたキャリアを活かし、地域援助※３にも尽力

している。

※３ 犯罪・非行の予防と再犯防止を目的に、地域住民、学校、関係機関からの相談に応じ、専門的知見に基づき
助言や心理的援助を行う包括的な支援活動のこと

歴史・文化の伝承を通じた健全育成の取組

ー社会の皆様への約束と我々への挑戦ー

貴所のＭＶＶについて教えてくだ
さい。

当所のＭＶＶについては、社会の
皆様への約束と、我々への挑戦とい
うような、コンセプトで制定してお
ります。

まず、ミッションにつきましては、

誰もが自分らしく生きられる地域社

会の実現に向けて取り組んでいくと

いうところが、ミッションになりま

す。

ビジョンについては、誰しもが地

域とつながり、未来への希望を育む

場所を目指すこと、対話や協力を重

ねて心理的安全性を確保していくと

ともに、未来への希望を育む場所と

しての、少年鑑別所を目指していく

ことがビジョンになります。

最後にバリューについては、尊重、
共同、挑戦、安心、この4点を掲げ
ております。
日々の業務で大切にしている姿勢、

基本的なことを改めて実践するとい
うところで、職員が働きやすく、在
所者だけでなく、支援を受ける人々
すべてが安心できる環境を築いてい
くことが、バリューになります。

なぜ、MVVの策定にあたり、歴
史、文化の伝承を取り上げたのです
か？ 

金沢という地域柄、今でも歴史
文化が非常に息づいており、それ
が施設運営にもよく反映されてい
ます。
我々からすると、今まで当たり

前のようなところがあったのです
が、改めてスポットを当ててみる
と、他では見ない取り組みである
ことを、再発見することができま
した。また、施設の運営にも非常
に良い影響を与えていることが分
かったので、MVV策定における
一つの軸として取り上げました。

貴所が取り組んでいることを具
体的に教えてください。

例えば、金沢に残っている氷室
行事に合わせて、氷室饅頭を少年
に給与するといった、伝統行事を
所内で再現することや、伝統文化
に関する講話を対話形式のような
形で授業すること、少年が使用す
る日記帳の冊子に、伝統文化に関
する記事を掲載するといった取組
をしています。

取組に対して在所者の反応は、
どのようなものでしたか？

切籠っていう灯篭のようなもの
があるのですが、少年が自分で
作った切籠の中にランタンを入れ
て、薄暗いところで光っているの、
を見ると、「きれいだ。」、

地域とのつながりを
築いていくハード
ウェアとしての少年
鑑別所へ



瀬戸少年院には、外国に繋がりを持つ少年が１、２割ほど在院しています。そのような背景から、「多文

化共生プログラム」という講座を開講し、国籍に関係なく、自分と異なる他者を理解し、共に生きることにつ

いて、少年たちへの指導を続けてきました。

講座は３か月に渡って行います。外国に繋がりを持つ少年だけでなく、日本の少年も参加することで、自国

の文化について改めて考える機会としています。

令和７年、愛知県の市町村を会場として３年おきに実施される芸術の祭典、国際芸術祭「あいち２０２５」

が、瀬戸市で開催されました。本芸術祭では、国内外で活躍する現代美術のアーティストを招へいし、会場と

なる街に作品が展示され、多くの方が鑑賞します。創立以来、９２年に渡って瀬戸市で教育を続けてきた当院

も、ご縁があってこの芸術祭に参加することとなりました。

今回、瀬戸少年院には、ガーナのアーティストが来所し、多文化共生プログラムを受講する少年たちととも

に、「版築」と呼ばれる伝統的な建築技術により、土を押し固めてブロックを製作しました。参加した少年た

ちは、海外の文化に触れ、スタッフと共に手を動かし、最後には美しいブロックが完成しました。作品は、少

年たちから鑑賞者へのメッセージとともに、愛知県陶磁美術館に展示され、多くの来場者に鑑賞されました。

版築によるブロック製作

また、当院では、毎年、石川県立音楽堂楽友会の協力により、金沢市を拠点とす

る管弦楽団であるオーケストラ・アンサンブル金沢に所属する演奏家を主に招き、

在院者に向けたコンサートを開催しています。

コンサートでは、クラシックの名曲を中心としつつ、誰もが聞いたことのある曲

や、令和のアーティストの楽曲がプログラムに組み込まれることもあり、在院者は、

一流のプロ演奏家による美しい音色と高い演奏技術に魅了されています。

質疑応答では、努力や継続の大切さ、プロとして生きる厳しさを学んでいます。

湖南学院
ボッチャ・コンサート

以前、パラリンピック元日本代表選手を招いた講話を実施した際に、ボッ

チャの体験会が行われ、体への負担の小ささや、ルールの分かりやすさ、何

よりチーム内でのコミュニケーションを図ることができるというメリットが

認められたことから、保護者参加型プログラムに適しているとして採用され

瀬戸少年院
多文化共生プログラムと、国際芸
術祭「あいち２０２５」への参加

ルールも簡単、体に負担も小さく保
護者も安心して取り組めます。

写真：オーケストラ・アンサン
ブル金沢

ることになりました。在院者とその家族がチームを組み、プレーに取り組む

なかで、普段ぎこちない関係の親子であっても、自然にお互いの緊張がほぐれ、積極的にコミュニケーション

を図る場面が多く見られています。

 実施後は、参加した保護者から、「我が子と一緒に活動ができて本当に嬉しかった」、「こんなに話せたの

は何年振りだろう」といった感想が寄せられています。

完成したブロック



当所は地域社会の犯罪や非行の防止活動（地

域援助）をして参りましたが、本年度は特に再

犯防止推進計画の重点課題の一つである「地域

による包摂の推進」を要に支援を展開したので

紹介いたします。

まず、矯正施設出所者・出院者の再犯防止・

社会復帰支援に積極的に携わってきました。例

えば、少年院出院前に処遇効果の検証等のため

の面接を実施後、ケース会議に出席し、社会復

帰後の再犯防止や生活安定のための支援の在り

方について支援者同士で調整を図ったり、御本

人やその保護者との話し合いの場に参加して、

今後の支援を検討をしました。

また、地域援助の効果的な実施を目的として、

毎年、地域援助推進協議会を開催しています。

今年度は、既存の支援ネットワークの機能強

化を目的として、三重県地域生活定着支援セン

ター、三重県内の矯正施設、保護観察所と有機

的な連携の在り方について、協議し、連携強化

に向けた認識を共有しました。

地域援助推進
協議会の配布
資料等
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目
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三重県内の行政機関との連携も深めて参り

ました。令和５年から開始した伊勢市におけ

る出張相談を今年度も実施したほか、県下児

童相談所を管轄する児童相談支援課と連携し、

同課が実施する市町の母子保健福祉担当者向

け研修に講師を派遣したほか、今後はアドバ

イザーとしても協力する方針です。

また、三重県内では第三者専門家による学

校問題ＡＤＲ（裁判外紛争解決）の取組が進

んでおり、今後はこの取組にも協力するよう

調整を進めています。

このように当所は地域の関係機関と連携し、

非行や犯罪等の防止活動を進めております。

相談等の御依頼をお待ちしております。
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「これからに向けた夜明け」

青：夜明け前の空/矯正
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緑：矯正と社会のつながり
点：私たち一人一人

をイメージしており、少しずつ
滲み出して、重なりを増やして
いこうとする様子を意味します。

在所者が作成した切籠に明りを灯した様子
（金沢少年鑑別所）

矯正のMVVのイメージカラー
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